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セミナー趣旨 ／ 企業の人材確保や地域の若者定着が構造的課題.
➔ 関係者が連携して、置賜地域の魅力や地元企業の価値を発信していこう！

●オキタマズカン

中・高生向け

小・中学生向け

企業・Ｕターン者向け

大学生・若者向け

参考 県総合政策審議会資料（R4.8）

企業向け

応援メッセージ
黒田 充紀 氏
(山形大学米沢
キャンパス長)

モデレーター
後藤ちひろ 氏
(米沢商工会議所)

パネラー
勝見英一朗 氏
(長井キャリア
教育研究会)

パネラー
白土 夏実 氏
(株式会社ナウエル)

パネラー
宍戸 俊文 氏
(米沢商業高等学校)

［日時］令和４年９月１日開催 ［場所］伝国の杜 オンライン同時配信

［主催］オールおきたま若者定着・人材確保推進会議（置賜総合支庁、商工会議所、
企業、山形大学、市町等で構成）

➔Uターン移住者を促す転職サイト。
地域の仕事と暮らしの情報を多面的に配信
地域の企業とUターン希望者をマッチング

●大人の社会科見学バスツアー（6/17）
➔生徒が企画し、大人（保護者や先生）が地元企業を
見学するバスツアー
※世界を相手に事業展開する地元企業を再認識

●企業見学バスツアー（7/6）
➔米沢商業82名が地元企業18社訪問（ｲﾝﾃｸﾞﾘｽｼﾞｬﾊﾟﾝ等）

＜実業高校４校３大学で開催＞

●WAKU WAKU WORK （7月～11月）

➔南陽高校ほか４校で開催

●高校生と若手経営者との交流事業
➔長井高校で堀江龍弘氏が講演（9/13）

㈱ホリエ ※飯豊町HOTEL SLOW VILLAGE経営等

➔長井高校で須藤宏介氏が講演（10/25）
山形座瀧波ゼネラルマネージャー

➔米沢興譲館高校で内藤寛氏が講演（11/17）

㈱マインド※米沢市COGO Works経営等

●おきたま元気創造ラボ
➔置賜8市町の若者25名が地域の魅力を見つめ直し、

自ら再発見＆発信

●okirakuキッチン
➔大学生（山大、米短、栄養大）が生産者などと

の交流や、地元農産物の新メニュー作りなど、

置賜の農と食文化の魅力を体験＆発信

●企業の魅力の伝え方セミナー
➔山中大介氏が講演（ﾀｽﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ）※ﾔﾏｶﾞﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ㈱

企業説明会、インターンシップなど自社の魅力の
効果的な伝え方を考えるセミナー

2022オールおきたま若者定着・人材確保セミナー
［テーマ］ 若者の地元定着に向けた地域企業の魅力発信 ●長井マイスターカード

➔地元社長の生の声をﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞに！

●WAKU WAKU WORK in 米沢七中（9/6）

➔14社が学校でブース出展。模擬企業体験が大好評

◎ 「若い時から地域の魅力（暮らし､文

化､仕事等）に触れた学生ほど地域に

定着する。小中高大学が連携し､そう

した機会を提供することが大切だ」

◎ 「首都圏等のUターン希望者に、企

業パーパス（社会的意義）や自社が

目指す方向をメッセージにして効果

的に発信することが有用だ」

【登壇者の発言】

WAKU WAKU WORK 

okirakuキッチン

おきたま元気創造ラボメンバー

企業見学バスツアー

３ 最近の話題（置賜管内）最近の話題（置賜管内のトピックス）３ー① ８月３日からの大雨に係る対応状況等について２ー②【道路】 若者の地元定着に向けた取組

採用実績のある事業所は、民間の就
職情報サイトの活用や自社の価値観
の説明等が効果的と回答

長井マイスターカード

R4.9.13県庁部長会議資料

https://okitama-zukan.com/
https://okitama-zukan.com/
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人材確保に向けた
企業の の伝え方
セミナー

魅力

共　催／置賜総合支庁、企業魅力発見企画運営協議会

置賜総合支庁地域産業経済課　☎0238-26-6045　
米沢市金池 7-1-50

参加無料

《基調講演》

「地域課題解決型事業
　　　　 のデザイン」

参加申込フォーム（                                                                                 ） または、
裏面の参加申込書により 令和４年11月21日月までお申し込みください。

企業が若者に対して自社の魅力を効果的に伝える手法や、UIJターン者の目線で県内企業への
就職促進を考えるセミナーを開催します。

裏面からもFAXでお申込み頂けます

参加申込フォームは
ココから

2022年11月29日火
15：00～ 17：00（14：40開場）

定員80名対 象 者　企業の経営者及び人事担当者等　

 会   場　 タスパークホテル２階「つむぎ」
住所：長井市館町北 6-17

《ZOOM による配信あり》

《パネルディスカッション》

お問合せ先

お申込方法

シエルホームデザイン
（株式会社ホリエ） 
有 住   和 華 氏

株式会社デンソー山形
人事総務部長
山 口  亜矢子 氏

ヤマガタデザイン株式会社
代表取締役
山 中   大 介 氏

ヤマガタデザイン株式会社
代表取締役
山 中  大 介 氏

◇モデレーター

https://forms.gle/1wY66ZvZfadxAgzP7

Mail：yokitamasangyo@pref.yamagata.jp

株式会社ナウエル
代表取締役社長 
酒 　井    登 氏 

◇パネラー ◇パネラー ◇パネラー

「若者から選ばれるための
企業の魅力発信とは」

テーマ

課題を解決する事業をデザインすることで、地方都市の
凡ゆる課題は未来への希望に変えることができる。
2014年ヤマガタデザイン株式会社を設立。地域と全国
から資本調達(36億円)し、山形庄内から全国にも展開可
能な課題解決のモデルづくりに挑む。田んぼに浮かぶ木
造ホテル「SUIDEN TERRASSE(スイデンテラス)」、天
性重視個性伸長の教育施設「KIDS DOME SORAI(キッ
ズドームソライ)」、人材紹介ポータルメディア「ショウナ

イズカン」、有機農業プラットフォーム「SHONAI ROOTS(ショウナイルーツ)」、
農業経営者育成学校「SEADS(シーズ)」、農業ロボット開発「有機米デザイン」
などの街づくり事業を手掛ける。

2007年に上海の日電信息系統有限公司に入社。システ
ムエンジニアとして勤務した後、2009年に帰郷し、株
式会社ナウエルに入社。2020年５月、同社代表取締役
社長に就任。2014年に設立した高齢福祉事業を中心と
した株式会社スマートライフの代表も務める。
2022年9月、地域主導でＵＩＪターンを促進するWEB
サイト「オキタマズカン」を開設。多くの若者が、い
つかは地元に戻り、地域を盛り上げていけるような社

会の実現を目指し、地域・企業の価値や魅力を発信している。

東京都→福島県→山形県へＵターン、2019年入社。長
井市出身。
㈱デンソー山形は、置賜地域で理想の世界（安心・安
全なクルマ社会）に貢献するために、モノづくりに留
まらず、地域の皆さんと共に置賜の壮大で豊かな自然
と共存できるような企業（人）を目指し、2021年7月「デ
ンソー山形ＳＤＧｓ」を宣言。ＳＤＧｓ事務局を設置し、
様々な課題の中から優先して取り組む重要課題を選定、
地域貢献活動にも積極的に取り組んでいる。

2019年入社。インテリアコーディネーターとして従事。
仙台市出身。
シエルホームデザインは、人に優しく、環境にも優しい、
リゾート感覚の健康・住宅の設計、建築を手掛ける。
ホテル（飯豊町HOTEL SLOW VILLAGE）やレストラ
ン（６DININGI）等も手掛ける。学生の地元定着に向け、
大学生との連携やインターン、コミュニティづくりに
尽力している。

シエルホームデザイン（株式会社ホリエ） 
有 住  和 華（ありすみ のどか） 氏

株式会社ナウエル  代表取締役社長 
酒 井     登（さかい のぼる） 氏

株式会社デンソー山形  人事総務部長
山 口 亜矢子（やまぐち あやこ） 氏

ヤマガタデザイン株式会社  代表取締役
山 中   大 介（やまなか だいすけ） 氏

モデレーター&パネラー プロフィール

人材確保に向けた企業の魅力の伝え方セミナー《参加申込書》

置賜総合支庁地域産業経済課 行き　（長岡）
ＦＡＸ番号 0238-26-6047

■ 所　属

■ 電話番号  

■ 担当者名  

■ e-mail  

※ZOOMでの参加希望者には後日、御担当者のe-mailにID等をお送りします。

※11/21（月）までお申し込みください

タスパークホテル  ・  ZOOM1

役　職 氏　名 参加方法
（どちらかに○）

2

3

タスパークホテル  ・  ZOOM

タスパークホテル  ・  ZOOM
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酒井登 氏

Ⅰ基調講演 「地域課題解決型事業のデザイン」

基調講演・
モデレーター
山中 大介 氏
(ヤマガタデザイン
株式会社)

パネラー
酒井 登 氏
(株式会社ナウエル)

パネラー
有住 和華 氏
(ｼｴﾙﾎｰﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ)

パネラー
藤澤 明弘 氏
(株式会社デンソー山形)

［日時］令和４年11月29日開催 ［場所］タスパークホテル オンライン同時配信

［主催］置賜総合支庁、企業魅力発見企画運営協議会

▸仕事が地方にはないと言われている。その原因は行
政でも、親でも高校でもなく、地域の企業の責任で
ある。
▸当社のリクルーティングは地方企業としては困って
いない方である。それは企業の取組みをメッセージ
にして社会に発信しているから。
▸地域課題を解決することが「まちづくり」だ。
▸「観光」「教育」「人材」「農業」の大きく４つの事
業に取り組んでいる。この４つはどの地方都市におい
ても大きな課題であり、大きな可能性を持っている。

［開催趣旨］
企業が若者に対して自社の魅力を効果的に伝える手法や、UIJターン者の目
線で県内企業への就職促進を考えるセミナー

３ 最近の話題（置賜管内）最近の話題（置賜管内のトピックス）３ー① ８月３日からの大雨に係る対応状況等について２ー②【道路】人材確保に向けた企業の魅力の伝え方セミナー

▸20年後には教育の会社になりたい。当社が最も力を入れる領域としたい。
▸日本の農業を持続可能なものにするため有機農業に取り組んでいる。世界的成長産業であ
り全世界で18兆円の市場。年平均10%の伸びはある。
▸仕事を探すときの条件は給与が高いことだが、最後に仕事を決めるときは自己実現、自己
成長ができるかどうかだ。
▸「ショウナイズカン」は地域にフォーカスしたリクルートサイト。ポイントは仕事のやり
がい（自己成長、社会貢献）と生活の充実度（家族、自然）。ここを両立させたい。
▸リクルートは今ある実需に対して撒くものではなく、未来の可能性に対して撒き続けるも
のである。でなければ地域企業の可能性はどんどんシュリンクしていく。採用というのは
ものすごく大事。そのためには自分自身がどういう会社であるべきかを意識することだ。

Ⅱパネルディスカッション
テーマ 「若者から選ばれるための企業の魅力発信とは」

▸若者が地元に帰ってこないのは企業の責任だと思っ
ている。地元企業で働く人、親達は子供や学生に地
域の魅力を伝えているのか疑問。
▸企業の魅力の発信のほかにこの地域の魅力を発信す
る責任も負うのだと思っている。
▸「オキタマズカン」に取り組んでいる。自分らしい生
きがいに満ちた心ときめくおきたまへというビジョン
ストーリーにある事業を一つ一つ実現していきたい。

▸地域が発展しなければ企業も発展しない。特に力を
入れているのが地域貢献活動である。
▸エンゲージメントの向上、企業の魅力向上などを目
指して広報活動戦略に取り組んでいる。
▸ホームページは自動車部品メーカーとはイメージでき
ないような内容で、飯豊の魅力もアピールしている。

▸プロジェクト制で様々な業務に携われることがう
れしい。
▸人をブランディングしてくれる、会社としてバック
アップしてくれる所がわくわくした。
▸ホリエで働く理由は、ここでしか経験できない業務
内容、若手の活躍範囲の広さ、チャレンジする風土
である。
▸この会社だったら縁のない地域でもやっていけるかも
しれないと思った。

藤澤明弘 氏

有住和華 氏

▸完璧な会社は絶対存在しない。応募者からすると
不完全な方が愛おしい。不完全さを会社が受け止
めて、それを未来に向けてどうやって改善しよう
としているのか見せるのが大事だ。
▸Iターン者がその地域に移住して永遠にいることはす
ごく難しい。地域がより良い人材と繋がり続けられ
るかだ。

山中大介 氏

▸地域における最大のマーケティングの対象は確実にUターン者である。Uターン者を
戦略的に呼び込むということと繋がり続けるということが価値である。
▸「官」は「民」化して、「民」は「官」化する時代が来る。行政は民間的な感覚と
投資目線で、民間は地域の街づくりに資金を活かすことだ。

山中大介 氏

〈登壇者発言要旨〉
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＜若手社員向け＞ 「地域同期と探る、ワークライフバランス～保ち方＆楽しみ方」

講師
浅野 えみ 氏
carriere(キャリエール)×mikke(ミッケ)！キャリアカウンセラー
山形大学 非常勤講師

＜若手社員向け＞
日 時 令和５年１月19日（木）
内 容 ワークショップ「地域同期と探るワークライフバランス」

＜経営者向け＞
日 時 令和５年１月26日（木）
内 容 講話及び事例紹介 「今の若手世代（Ｚ世代）を知る！」

＜ワークショップⅠ＞
ワークキャリアの棚卸し 「これまで」と「これから」
◎目 標
今更聞きにくい質問やこれまでのキャリアの棚卸し、
今後の目標を考える

＜ワークショップⅡ＞
山形でのライフキャリアの楽しみ方を探る・深める・発見
する
◎目 標
同じ山形で暮らす若者の生き方＝ライフキャリアの楽し
み方、またそのやり取りで、互いに知ることにより、刺
激を受け、参加したもの同士が、地域の仲間（＝同期）
として交流を図るきっかけを促す

【ハプンスタンス・アプローチ】
「偶然におきる予期せぬできごとからも自分のキャリアは
形成される」
▸「ただの出来事」を「ハプンスタンス」に変える５つの
スキル
•好奇心 新しい学びの機会を模索せよ
•持続性 失敗に負けずに努力し続けよ
•柔軟性 姿勢や状況を変えよ
•楽観性 チャンスは必ずやってくる。そして自分のもの

になると考えよ
•冒険心 結果が予測できなくとも行動を起こせ

［開催趣旨］
・若手社員の成長段階に応じた振り返りや目標設定を行いながら参加者
同士が地域同期として交流を深めるきっかけづくり
・経営者等が若手社員の育った時代背景を理解し、他社の事例から採用
や職場定着に繋がるヒントを学び、若者が長く働き続ける職場環境づく
りを推進

若手社員向け・経営者向け 職場定着セミナー

＜経営者向け＞ 「今の若手世代（Z世代）を知る！」

▸出世欲は正直… 無理して頑張って出世するより、そこそこで、安定した生活を
望む。その組織の中での階級（出世）よりも自分の市場価値を高めることには興
味がある。
▸求められた事には、ちゃんと応える 自らの主体的な発言や、能動的な動きには
控え目。聞かれたら言えるし、意見や想いもある。また、周りをよく見ている。
▸これらの時代背景とは、ゆとり世代とさとり世代。
ゆとり世代 （1987〜2004生まれ）

2002年からの新学習指導要領のもとの義務教育を受けた世代
⇒ 完全週５日制 ＆ 個性を尊重し、落ちこぼれをなくす「ゆとり教育」へ

＆ 心・経済的なゆとりを大事に。ネットも普及。
⇒ 特徴 素直で真面目、上下関係より、横のつながりを大事に、想像力・独
創力を活かす（好きなことを追求できる教育方針への結果）

⇒ 付き合い方 １．相手の考えを受け入れる、２．具体的な目標と明確な指
示、３．叱るより褒める（貢献したことに目を向ける＆怒るのではなく一緒に考える）、４．
程よい距離感
さとり世代（ゆとり世代後期〜2005年生まれ）

最初から日本の不景気の中で過ごしてきた（バブル崩壊・リーマンショック・世界的大

恐慌、阪神淡路大震災・新潟中越地震・東日本大震災）＆ ネットの普及が幼少期より定着
⇒ 特徴 現実的で浪費をしにくい（好きなことへは出費を惜しまない）、欲求や情熱
が少ない、ストレスフリー（成功して裕福より、気持ちに余裕を持った生活を好む）、デ
ジタルネイティブで頭の回転が速い、興味があることに没頭しやすい、ネット
の普及、ジェンダーレスの価値観、プライベート重視

⇒ 付き合い方 １.精神論・根性論は言わない、２.時間をかけて信頼関係を
構築する、３.程よい距離感

▸世代でその人を決めずにその部下について「知ること」が大事。
▸叱るときの注意点「事柄」を叱って、「人柄」を叱らない。
「叱る」とは…責任追及ではなく、改善提案

〈要旨〉

＜講話 若者との接し方やマネジメントについてのヒントを得る＞
Ｚ世代（1996年～2010年生まれ）の若者について
▸ワークライフバランス重視 休日をいかに充実させるかを楽
しみに仕事をしている。休日出勤は転職理由の大きな要因。
▸将来が見えないと不安 この人のようになりたい。ロールモ
デルがいると安心。数年後の自分を描けないと不安を感じる。
納得しないと動かない。「とにかくやってみろ」はNG。
▸コミュニティー・横のつながりを大事にする いいこと、悪
いこと、給与までも共有することがある。想いを共有するこ
とで、繋がりが深くなっていく。

グループでの発表（若手社員）

＜ワーク＞
・困りごとのシェア
・理想の上司 これまでの振り返りと共に
・マネジメントにおいて大切にしていること

浅野 えみ 氏
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＜経営者向け＞ 事例紹介 朝日金属工業株式会社（長井市）＜経営者向け＞ 事例紹介 山形朝日株式会社（南陽市）

とか乗り越え、次の経営者を考えたときに年配者だけでは継いでくれないと思い、どんな

会社だと選んでもらえるのか常々考えていた。

▸令和２年８月選ばれる会社へ！をスタート、新卒採用の大前提は現場が整理整頓されて

いること。（これを徹底するには時間が掛かる）

▸自社の現状把握 “知ってもらう” “選んでもらう”“定着してもらう”

【職場定着戦略】

①選ばれる会社を目指すと宣言

お客様から選ばれるは当然で、地域社会、学生･学生の親、

家族から選ばれる会社に

②今いる従業員の満足度を上げるための職場環境の整備

外壁を会社色のネイビーへ、更衣室をスポーツクラブのよう

なロッカールームへ、食堂をミーティングなどもできる多目的

ルームへ、社員の健康維持と作る人の負担を減らすことを目的

に宅配弁当の全額手当支給

③中途社員や新入社員を受け入れるにあたり管理職の教育開始

褒め方、叱り方、部下への理解、部下の育成など

④会社の知名度を上げるためのメディア戦略とＳＮＳの活用

YouTube動画撮影、テレビ・ラジオCM、AM・FMラジオCM

⑤求める人物像

「地元で働きたい方」「内向的でコミュニケーションが苦手、
だけどものづくりがしたい方」「力はないけど、ものづくりに
興味のある方」

⑥新入社員５名入社と新人研修、新人プロジェクト
現場研修のほか、新人カレー作り研修、新人プロジェクトe-スポーツ大会プロジェクト
などで仲間意識を醸成させている。
⑦仕事ラボ活用、採用紹介動画作成
⑧カウンセリング･メディカルルーム
【その他】
▸土曜出勤日は社長がカレーを作り社員に提供。
▸社歌ミュージック動画作成、モンテディオSDGsアシストパートなども行っている。
▸安定した受注こそが職場定着に効いてくる。

▸設立 1988年８月、主に通信機器を製造、従業員数51
名（男性33名、女性18名）
▸山形朝日は、日本の通信インフラや社会インフラを
支えている企業
▸経営方針 選ばれる会社へ
３Ｓ戦略による経営
【スモール 】小さな組織、【スピード 】早いもの
づくりと意思決定、【ストロング 】強い会社
▸親会社が倒産した時に連鎖倒産の危機もあったが何

▸操業 1960年３月、スマートフォン用マイクロコネ
クタ部品等製造、従業員数75名（男性52名、女性23名）

平均年齢36歳

▸経営理念 「明⽇を創る技術こそ資本」

▸【経営ビジョン】
・「ものづくり」を通してお客様に満足していただ

けるよう、絶えず新しい技術にチャレンジする。
・「独創的技術」で事業を創出し、安定した経営基

盤を確⽴する。

・「愛」をもって人財を育成し、地域に誇れるNo1企業となる。

愛とは感心を持つこと。社員を大切にすること。

▸取組の「はじめの⼀歩」は︖

・安心して働くことが出来る風土づくり

計画有給制度の運用、時間有給制度の運用。2021年より時間有給制度(年間40時間) 

を運用開始。2021年度有給取得率88.58% (15.26⽇/人)

・業務の見直し

人頼みの属人化した仕事があったため、個人ごとのスキルマップを作成。作業

手順書の整備、社内資格認定制度の運用により作業標準の推進を行った。

・半年毎に上司と個人面談を行い、成果確認と今後の目標設定を話し合い本人の

頑張りを評価。仕事以外のことでも相談が出来る職場環境に。

・周知・声掛け

就業規則･労働協約改定時に、会社と労働組合による学習会を開催。改定の都度、

変更点教育を全社員へ実施。

▸安心して働くことが出来る職場を目指して取り組んだこと

・2015年子育てサポート企業認定(通称︓くるみん)

管理監督者研修として毎年外部講師を招き教育を行って

いる。

・2017年ユースエール制度認定(2023年現在、県内で2番目に長い認定企業)

▸取り組んでよかった点
以前よりも社員間のコミュニケーションが格段に良くなった、日頃から「お互い
様」の精神にあふれ、人に優しい会社になった。
▸新卒定着率は90%超(7年で22名の採用実績、2023卒も4名内定)

▸若手社員の声
・「くるみん」を認定しているので、結婚しても安心して仕事を続けることが出
来る ・応募前の企業見学で、みなさんが笑顔で仕事をしている姿を見て、一緒
に働きたいと思った

▸大切なことは採用担当者が自分の会社を好きなこと。

何でも相談できる職場の雰囲気づくりが⼀番のポイント

である。

取締役 管理部 部長 横山 誠 氏代表取締役 社長 深津 悟 氏
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【米沢興譲館高等学校】
日 時：令和４年１１月１７日（木） 対象：１年生205名
講師：株式会社マインド 代表取締役社長 内藤 寛 氏

・1980年米沢市生まれ
・米沢商業高校（国際経済学科）、桜美林大学（経営政策学部）卒
・2005年 父が経営する株式会社マインドへ入社し、商品企画、販路開拓に
従事

・2015年 株式会社マインド 代表取締役社長に就任
・2022年 ローカルイノベーションベース COGO Worksを設立
・現在は、スタートアップステーション ジョージ山形で創業支援コーディ
ネーターを兼務し、県内の創業支援を行っている

演題 「受け継がれる歴史と未来へのバトン～地域を愛し地域と生きる～」

▸2020年の新型コロナが始まる前は、売上や、利益を上げ外
貨を獲得するため県内には目を向けず働いてきたが、新型
コロナの影響で業界は一変、地元に目が行くようになった。
▸地元の人たちと話す時間が多くなる中で、子どもたちがこ
の地域で暮らしてみたいと言ってもらえるようなことを
行っていくことが 大切だと感じ様々な事業を取り組み始
めた。
▸今はVUCAの時代

Volatility・Uncertainty・Complexity・Ambiguity の
頭文字を取った造語で、社会やビジネスにとって、未来の
予測が難しくなる状況。

［開催趣旨］
県内企業や地域の産業情報に触れる機会の少ない進学校の高校生を対象に、

「地域の企業経営者の思い」や「地域で働く先輩の経験談」等を通じて、

地域の企業の魅力や地域の産業界で働くことの意義を伝えるために実施

～進学校の高校生に地元企業の魅力を紹介！～

「高校生と地域企業等の交流事業」

内藤 寛 氏

〈講演概要〉

□変動性
テクノロジーの変化や進化、それに伴う価値観・社会・仕組み・ニーズなどが変
化していくこと。 短時間で目まぐるしい変化が起きるため、先の見通しが立た
ない（予測できない）こと。

□不確実性
環境や国家、制度などの不確実さ。気候変動や新型コロナウイルスのような未知

の出来事が唐突に起きるため予測が難しい。 日本型の雇用制度や資本主義の概
念自体も不確実性をもっており、企業や個人でもどうなるか予測が難しい。

□複雑性

社会や経済が国際化したことで、異なる常識が混ざり合い複雑化した状態。

法や習慣の違いによって、自国の常識が相手国では通用しなかったり、ビジネスの

成功体験がグローバル経済では当てはまらないなど、様々な要因が絡み合い複雑化

している状態。

▸変動性・不確実性・複雑性が複雑に組み合わ

さることで、因果関係が不明で、前例のない

出来事が増えている。過去の実績や成功例に

基づいたやり方では通用しない、曖昧性の高

い世界へと突入しているのが現在の状況

▸過去の成功体験や、経験からの予測が難しい

この状況をどう乗り切るのか？

▸成功とは＝うまくいった。

失敗とは＝うまくいかなかった

重要なことは、成功や失敗ではなく、そのあとの行動。

成功や失敗で人を評価しないで。

▸間違った評価は人の行動を抑制して、可能性を殺してしまう。できるできない

で判断しない。先ずはやるかやらないか決断をする。その後確認、検証を行い、

その結果が、できるかできないかである。

▸過去があり今があり未来がある。すべては繋がり、すべての人が時代の当事者で

ある。

▸本当に大切なものは、失って初めて気付く。

▸正解がないVUCAの時代に、過去の当たり前を主張する大人の言うことに従うな。

その人は、あなたの人生に1ミリも責任を持てない。

▸自分の正しさと、相手の正しさは違う。それを認め受け入れる。

▸合わない人は正しさが違うだけ。人間性を否定しない。

▸“愛”の対義語は“無関心”。愛することでうまくいく。

▸使わない知識・技術はただの自己満足。使う知識・技術を

身に着ける。

▸本気になる。できないのは人がやらないだけ。

▸今を変えることで未来は創れる。

▸恩は返すな。恩は送れ。

▸得意不得意があっていい。それがあなた。

人と違うことが素晴らしい。
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【長井高等学校】
日 時：令和４年９月１３日（火） 対象：１年生172名

講 師：株式会社ホリエ 代表取締役 堀江 龍弘 氏
・飯豊町在住（同町出身）、長井高校卒、新潟大学工学部建設学科卒業
・同社は、人に優しく、環境にも優しい、リゾート感覚の健康・住宅の設計、

建築を手掛けているほか、ホテルやレストラン等の経営を通して、若者が
魅力を感じるまちづくりに取り組む。

・ホテル（飯豊町 HOTEL SLOW VILLAGE）
・レストラン（南陽市 ６DINING）
・コワーキングスペース（南陽市 ciel Green Lounge） など
・学生の地元定着に向け、大学生との連携やインターン、コミュニティづく
りに尽力している。

演題 「置賜発、わくわくする未来のつくり方」

▸成功している経営者の思考
決める（決断 善/悪、正/否）

観る（変化に気づく）

想う（見えないものをイメージさせる力、５～10年後のビジョ
ンを見せること。）

▸パーパス（企業理念）を言語化し発信していくことが大事
である。

～進学校の高校生に地元企業の魅力を紹介！～

「高校生と地域企業等の交流事業」

堀江 龍弘 氏

〈講演概要〉

▸これから加速するAIの時代＝人間として生きることを意識して

生きて欲しい。

これからの世の中はさらにAIが普及していく。現在人間が行っ

ている仕事などが代替されていくことになる。

▸一方で、AIにはできないことも多くある。特に、人に感謝し人

に感謝されるということは、人間ならでは。長井高校の生徒には

人に感謝し人に感謝されるような人生を送ってほしい。

▸自分で決める選択肢＝自由に生きる。▸想うだけでなく行動すること。

▸過去の情報＜未来の情報 を大事に

▸変革期にはチャンスあり！

▸個人に依存せず会社全体で仕事を行っている。

▸地方にはチャンスがたくさんある。

▸自分たちの手で未来をつくることに面白みを

感じ仕事を進めている。

▸正直、都会がうらやましかった。でも、誰かに

欲しいものを作ってもらうのではなく、自分たちがやれることはある。地方で働

くことこそ格好いい、クールローカルを証明できる会社にしたい。

▸どう生きていくか、どう地方に価値を与えていくかは自分事である。もし一人で

も地域に戻ってやろうと考えるなら、一緒により良い未来を作っていきたい。

【長井高等学校】
日 時：令和４年１０月２５日（火） 対象：２年生 171名

講 師： 山形座 瀧波 ゼネラルマネージャー 須藤 宏介 氏
・南陽市在住（南陽市出身）、長井高等学校卒業後、アメリカ留学
・帰国後、本格的に旅館業に携わり、広島県で２年間、北海道で１年間の修
行を行う

・2011年３月、家業を継ぐため北海道の修行先から帰京し、直後に東日本大
震災を経験

・2011年４月、「いきかえりの宿瀧波」の支配人に就任
・2017年８月、リニューアルした「山形座 瀧波」のｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰに就任
・やまがたアルカディア観光局 戦略会議委員

演題 「人と人の間で生きる事」

須藤 宏介 氏

「何かに縛られること＝不自由」ではない。人間が「自由になる、心から幸せに

なる」ためには、周りから認められるという縛りが必要。

▸周りから当てにされ、ようこそと、喜んで迎えら れるような価値ある自分づく

りを心掛けることが幸せへの第一歩である。

▸今の世代は、人と共感できる素晴らしい能力を

持っており、様々な人と切磋琢磨できる協力社会

で生きている。 一方で、親の世代は競争社会と

いう全く違う社会で生きていた。

▸大事なことは、積極的に、様々なことに挑戦する

事であり、今も昔も変わっていない。高校生活

では、そんな能力を身に付けて欲しい。
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WAKU WAKU WORK

・開 催 日 時 令和4年9月6日（火）

・開 催 場 所 米沢第七中学校

・受 講 者 数 89名（２年生）

・参加事業所 14企業

【生徒】
・思っていた以上に沢山仕事があることにびっくりした。
・将来についての選択肢が増えた。
【企業】
・今回のような様々な企業や職種を体験できる機会を中
学生時期に経験できることはとても有効であると感じた。

置賜総合支庁

（運営協力：置賜地区雇用対策協議会）

主 催

「WAKU WAKU WORK in 米沢七中」開催実績
アンケート結果（一部抜粋）

▸職業の魅力に気づき、就職先として「地元」を意識してもらう
きっかけづくり

▸若者が活躍できる地域づくりを学校・企業・行政が連携して実施

▸地元で活躍する大人と、リアルな交流を通じて、子どもの意欲を
引き出す

目 的

㈱川島印刷、サクサテクノ㈱、ゼオンケミカルズ米沢㈱、㈱パルコモ
ード、山形食品㈱、㈱マイ・コンピュータ・ソフト、 ㈱山形銀行 米沢
支店、㈱ノモト マクドナルド、カットサロンSWING（山形美容専門
学校）、（特養）おいたまの郷（（社福）敬友会、興道南部保育園（（社
福）米沢仏教興道会）、置賜広域行政事務組合 米沢消防署、自衛
隊 山形地方協力本部 米沢地域事務所、米沢警察署

置賜の魅力発見ブース
米沢消防署
（煙の中の活動体験）

カットサロンSWING

（ヘアアレンジ体験）
㈱マイ・コンピュータ・ソフト
（Vtuber動画作成体験）

・企業が学校へ出向き、地域の仕事や働くことの魅力につ
いて体験
・置賜では、高校生を対象に、平成２９年度にスタート、令
和４年度は初めて中学校（米沢七中）で開催
・実施校
【高 校】
米沢商業、南陽、高畠高校、置賜農業、米沢中央 （計５校）
【中学校】
米沢七中 （計１校）
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高校生向け

小・中学生向け

大学生・若者向け

企業向け

＜置賜地域人材確保対策事業1,224千円の一部＞

●企業魅力発見見学バスツアー
➔実業高４校を対象にした企業見学会の開催

＜雇用対策協議会との共催事業＞

●職業体験会(WAKU WAKU WORK)
➔企業が高校でブースを出展し模擬企業体験を開催

＜置賜地域人材確保対策事業1,224千円の一部＞

●企業のPR動画作成
➔高校生が企業の魅力を伝えるPR動画を制作

＜学生・生徒・保護者等の地域産業理解促進事業 100千円＞

●高校生と若手経営者との交流事業
➔進学校の高校生を対象とした地域や企業の魅力

を伝える講演会の開催（米沢興譲館、長井）

＜魅力ある建設分野への若手人材啓発事業110千円＞

●魅力ある建設分野への若手人材啓発事業
➔若手技術者を確保するため、高校生を対象とした建設

分野に関する現場見学会等の開催

＜置賜地域人材確保対策事業1,224千円の一部＞

●企業魅力発見バスツアー
➔大学生とその保護者を対象に、地域の魅力を伝える若手
社員との交流や観光資源の体験を加えた企業見学会

＜若者による置賜の元気創造事業582千円＞

●おきたま元気創造ラボ
➔置賜8市町の若者25名が地域の魅力を見つめ直し、自ら地
域の魅力を再発見しSNS等で発信

＜おきたま農業振興事業1,738千円の一部＞

●okirakuキッチン
➔大学生（山大、米短、栄養大）が生産者などとの交流を
通じて、地元農産物の新メニュー作りなど、置賜の農と
食文化の魅力を体験しSNS等で発信

＜オールおきたま若者定着・人材確保推進事業45千円＞

●若者定着セミナー
➔若者の地元定着に向け、地域や企業の魅力を共有し、効
果的な情報発信を考えるセミナー

＜新卒者等早期離職防止事業164千円の一部＞

●職場定着セミナー(企業の経営者向け)
➔若手社員の早期離職防止を考えるセミナー

＜新卒者等早期離職防止事業164千円の一部＞

●職場定着セミナー(若手社員向け)
➔地域の仲間（地域同期）との交流会

＜米沢市・米沢商工会議所事業＞

●山大工学部と企業との懇談会
➔山大工学部就職担当教授と企業経営者との懇談会

＜置賜地域人材確保対策事業1,224千円の一部＞

●職業体験会(WAKU WAKU WORK)
➔企業が中学校でブースを出展し模擬企業体験

＜長井キャリア研究会事業＞

●長井マイスターカード
➔地元社長の生の声をﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞにして、
長井市内の中学生に配布

ｏｋｉｒａｋｕキッチン

おきたま元気創造ラボ

企業魅力発見バスツアー

令和５年度若者の地元定着関係事業
・大学生、高校生が県外に流出。特に大学生が顕著。
・地元企業の魅力が管内学生に十分に伝わっていない。現

状 【在学者数】（R4.5.1現在、院生含む）
・山大工 3,536名 ・栄養大 ､米短 695名

取

組

（
令
和
５
年
度
）

＜株式会社ナウエル事業＞

●オキタマズカン
➔ＵＩＪターン移住者を促す転職サイトを開設
地域の仕事と暮らしの情報を多面的に配信
地域の企業とＵＩＪターン希望者をマッチング

企業・ＵⅠＪターン者向け

職業体験会（高校生）

職業体験会（中学生）

建設分野の現場見学会

企業の魅力の伝え方セミナー

オキタマズカン

＜大学生の地元定着に向けて＞

職場定着セミナー

推
進
体
制

オールおきたま若者定着・人材確保推進会議
若者の県内定着・回帰を促進するため、地域の実情に応じた対策を検討
・地域の取組についての情報共有

・課題の把握や関係機関・団体の連携による体系的な取組の推進
・地元定着・回帰を促す機運の醸成

《構成団体・機関》 産業、教育、行政等 ７９団体

令和４年３月 県内就職割合

管内高校 81.5%
管内大学 22.2%
合　計 42.6%
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令和４年度実施スケジュール

５月 ・企業見学会（バスツアー） 長井工業高校 <５月～11月>

７月
・職業体験会（ワクワクワーク） 南陽高校

・企業見学会（バスツアー） 米沢商業高校

９月

・「オールおきたま若者定着・人材確保セミナー」 会場：伝国の杜小会議室

・地域企業等と高校生等の交流事業 長井高校１年生

・職業体験会（ワクワクワーク） 米沢商業高校、米沢七中

・企業見学会（バスツアー） 山形大学工学部

10月
・地域企業等と高校生等の交流事業 長井高校２年生

・職業体験会（ワクワクワーク） 高畠高校、米沢中央高

・企業見学会（バスツアー） 米沢工業高校

11月
・「人材確保に向けた企業の魅力の伝え方セミナー」 会場：タスパークホテル

・職業体験会（ワクワクワーク） 置賜農業高校

・地域企業等と高校生等の交流事業 米沢興譲館高校１年生

12月 ・オールおきたま若者定着・人材確保推進会議運営委員会 会場：置賜総合支庁講堂

１月
・「職場定着セミナー 若手社員向け」 会場：旧長井小学校第一校舎

・「職場定着セミナー 経営者向け」 会場： 〃

２月
・企業見学会（バスツアー） 米沢栄養大、米沢女子短大

・「よねトーク×雪」（保護者向けバスツアー代替事業） 会場：伝国の杜大会議室
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令和４年度 推進体制

□オールおきたま若者定着・人材確保推進会議
会長：置賜総合支庁長
目的：置賜地域における若者の県内定着・回帰を促進するため、地域の実情に応じた対策を検討
▸地域の取組についての情報共有

▸課題の把握や関係機関・団体の連携による体系的な取組の推進

▸地元定着・回帰を促す機運の醸成

《構成団体・機関》

産業（会議所・商工会、建設業協会等）、教育（管内高校、山形大学工学部、米沢栄養大学、米沢女子短期大学等）、行政（市町、置賜教

育事務所、置賜総合支庁関係課等） ７９団体

〈運 営 委 員 会〉

上記構成団体・機関のうち ２７団体

□企業魅力発見企画運営協議会
会長：山形大学工学部学務課長
目的：置賜地域の若者等に地元企業等の魅力を発見してもらうため、地域の関係者が連携して地域企業の魅力発信を支援

▸置賜地域の大学生及び生徒等が参加するバスツアー事業

▸置賜地域の企業等の現地説明会の開催事業

▸その他目的達成のために必要となる事業

《構成団体》

山形大学工学部、（一社）米沢工業会、米沢栄養大学、米沢女子短期大学、米沢工業高等学校、米沢商業高等学校、置賜農業高等学校、

長井工業高等学校、米沢市、米沢商工会議所、長井商工会議所、置賜教育事務所、置賜総合支庁 １３団体

□学園都市推進協議会
会長：米沢商工会議所副会頭（データシステム米沢 代表取締役社長）
目的：学園都市米沢として発展させるための支援、地域と大学相互の理解を深めるための広報ＰＲ活動の継続展開

▸地元企業と大学の人材需給等連携の促進 ▸地元学生への教育・啓発活動の支援 ▸地域との交流促進による学生の「米沢ホームタウン

化」の推進 ▸地元高校生の地元への定着促進 ▸雇用の拡大、産業集積、新分野開拓など地域の産業振興を主目的とした産学連携の推進

《構成団体》

米沢商工会議所、米沢市、（一社）米沢工業会、山形大学工学部後援会、県立米沢栄養大学・県立米沢女子短期大学同窓会さわらび会、八

幡原企業協議会、県公立大学法人教育振興会、山形おきたま農協、米沢電機工業会、米沢繊維協議会、県立米沢興譲館高、県立米沢東高、

県立米沢工業高、県立米沢商業高、県立置賜農業高、九里学園高、米沢中央高、県置賜総合支庁 など
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置賜総合支庁長

産業経済部長

地域産業経済課長

地域産業経済課副主幹

地域産業経済課 課長補佐

〃 産業振興専門員

〃 産業人材主査

〃 農産物利用拡大主査

〃 主 事

西澤 義和

佐藤 佳子

佐藤 正幸

清和 勝利

太田 暁子

早川 昭博

長岡 美佐保

鈴木 雅満

志田 悠太郎

山形県置賜総合支庁

令和５年３月


